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心
と
す
る
。
河
図
の
五
常
（
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
）
に
対
し
て
、
五
倫
（
君
臣
・
父

子
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
）
の
道
と
も
す
る
。 

 

縦
横
斜
い
ず
れ
も
合
計
十
五
と
な
り
、
五
を
距
て
て
相
対
す
る
数
の
計
は
す
べ
て
十

と
な
る
。 

 

北
の
冬
至
一
よ
り
陽
は
左
旋
し
、
陽
数
三
を
乗
じ
て
、
東
に
三
、
そ
の
三
を
三
乗
し

て
、
南
に
九
、
そ
の
九
を
三
乗
し
て
、
西
に
二
十
七
の
基
本
数
の
七
、
そ
の
七
を
三
乗

し
て
、
二
十
一
の
一
と
復
元
し
て
尽
く
る
こ
と
が
な
い
。
南
の
夏
至
の
次
の
南
西
に
一

陰
生
じ
、
陰
の
始
め
の
数
は
二
、
そ
の
二
よ
り
陰
は
右
旋
し
、
陰
数
二
を
乗
じ
て
、
東

西
に
四
、
そ
の
四
を
二
乗
し
て
、
北
東
に
八
、
そ
の
八
を
二
乗
し
て
、
西
北
に
十
六
の

基
本
数
の
六
、
そ
の
六
を
二
乗
し
て
十
二
の
二
、
南
西
に
復
元
し
て
尽
く
る
こ
と
は
な

い
。
五
は
天
の
御
柱
、
（
天
之
御
中
主
神
・
天
照
大
御
神
・
立
極
垂
統
日
継
之
道
の
数

位
、
後
述
す
。
）
こ
れ
を
見
立
て
、
陰
陽
二
神
右
旋
左
旋
し
て
「
美
斗
能
麻
具
波
比
」

し
て
息
む
こ
と
な
く
、
陽
の
原
子
核
を
陰
電
子
は
右
旋
し
て
美
斗
能
麻
具
波
比
相
結
び

て
八
十
数
箇
の
元
素
を
生
じ
、
万
物
を
発
生
し
て
や
ま
ず
、
太
陽
、
地
球
ま
た
こ
の
法

則
に
運
行
し
て
天
地
位
す
。
畏
き
哉
！
稜
威
！ 

 
中
心
の
天
之
御
柱
建
ち
て
、
左
右
生
じ
、
前
後
生
ず
、
四
方
定
ま
っ
て
四
隅
生
じ
、

八
位
備
っ
て
天
地
の
象
形
成
る
。
陽
は
九
に
終
り
、
陰
は
八
に
終
る
。
左
旋
右
旋
し
て

や
ま
ず
、
美
斗
能
麻
具
波
比
、
結
び
、
産
霊
の
道
絶
ゆ
る
こ
と
な
し
。 

  

 

          

 

お
断
り 

 

 

先
日
の
定
期
総
会
で
決
定
し
ま
し
た
通
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
た
こ

と
か
ら
、
不
本
意
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
月
よ
り
正
漢
字
・
正
仮
名
遣
い
で
の
月
報
を
取

り
や
め
、
現
代
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
で
の
発
行
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
ひ

の
精
神
は
そ
の
ま
ま
に
、
毎
月
月
報
を
発
行
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

神
道
（
五
）（
大
和
世
界
の
建
設
） 

 
 
 
 
 
 

竹
葉 
秀
雄 

古
事
記 

 

北
と
一

は
じ
め 

 

 

美
斗
能
麻
具
波
比 

 
 
―

河
図
・
洛
書―

 

 

洛
書 

 

「
洛
書
は
辺
都
鏡

へ

つ

か

が

み

よ
り
現
ず
。
天
に
位
し
て
地
を
照
ら
す
と
い
へ
り
。
其
数
載
レ

九
履

レ

一
左
レ

三
右
レ

七
二
四
為
レ

肩
八
為
レ

足
と
云
り
。
夏
の
禹
王
に
洪
節
九
疇
を
授
く
。（
慈

雲
尊
者
の
神
儒
偶
談
よ
り
）
」 

 

河
図
の
円
に
対
し
て
、
四
隅
あ
れ
ば
方
と
い
い
、
動
的
、
空
間
的
、
肉
体
的
、
男
の
体 

御
柱
、（
天
之
御
中
主
神
・
天
照
大
御
神
・
立
極
垂
統
日
継
之
道
の
数
位
、
後
述
す
。）
こ

れ
を
見
立
て
、
陰
陽
二
神
右
旋
左
旋
し
て
「
美
斗
能
麻
具
波
比
」
し
て
息
む
こ
と
な
く
、
陽

の
原
子
核
を
陰
電
子
は
右
旋
し
て
美
斗
能
麻
具
波
比
相
結
び
て
八
十
数
箇
の
元
素
を
生
じ
、

万
物
を
発
生
し
て
や
ま
ず
、
太
陽
、
地
球
ま
た
こ
の
法
則
に
運
行
し
て
天
地
位
す
。
畏
き
哉
！

稜
威
！ 

 

中
心
の
天
之
御
柱
建
ち
て
、
左
右
生
じ
、
前
後
生
ず
、
四
方
定
ま
っ
て
四
隅
生
じ
、
八
位

備
っ
て
天
地
の
象
形
成
る
。
陽
は
九
に
終
り
、
陰
は
八
に
終
る
。
左
旋
右
旋
し
て
や
ま
ず
、

美
斗
能
麻
具
波
比
、
結
び
、
産
霊
の
道
絶
ゆ
る
こ
と
な
し
。 

數
は
本
來
千
萬
億
兆
阿
僧
衹
劫
と
無
限
で
あ
る
が
、
そ
の
本
源
は
十
數
に
止
ま
り
、
（
日
本
古

來
の
、
ヒ
フ
ミ
ヨ
イ
ム
ナ
ヤ
コ
ト
、
の
ト
は
止
ま
る
の
で
あ
る
。
）
そ
の
十
數
中
、
一
よ
り
五
ま
で
が

純
數
で
あ
り
、
基
本
數
で
あ
る
。
北
に
始
め
て
一
（
陽
）
を
生
じ
、
南
直
ち
に
相
應
じ
て
二
（
陰
）
を

發
し
（
電
・
磁
氣
の
極
の
生
ず
る
を
も
つ
て
明󠄁
か
な
り
）
北
に
生
じ
た
る
一
の
陽
の
冬󠄀
至
水
を
生

じ
、
左
旋
し
て
東
に
三
陽
と
伸
び
て
春
と
な
り
木
を
生
じ
て
、
南
に
發
し
た
る
二
の
陰
の
夏
至
火

を
生
じ
そ
こ
か
ら
右
旋
し
て
西
に
四
陰
を
起󠄁
し
て
秋
と
な
り
金
を
生
じ
、
三
と
二
、
四
と
一
、
美

斗
の
麻󠄁
具󠄁
波
比
し
て
中
央
に
五
土
用
中
和
の
氣
を
正
し
て
、
四
正
を
明󠄁
か
に
す
る
。
こ
の
純
數
、

基
本
數
の
五
は
、
古
事
記
の
「
別
天
つ
神
五
柱󠄁
」
の
玄
妙
な
る
作
用
と
理
法
で
あ
る
。
五
の
數
の
妙

理
は
後
に
述󠄁
べ
る
も
、
手
足
の
指
の
各
五
本
及󠄁
び
五
體
・
五
常
・
五
行
な
ど
に
つ
い
て
考
へ
ら
れ
た

し
。 

 

次󠄁
に
、
北
の
一
、
中
の
五
と
合
し
て
六
を
生
じ
て
、
北
に
一
と
六
と
の
奇
偶
、
陰
陽
相
協
ひ
、
南

の
二
、
中
の
五
と
合
し
て
七
を
生
じ
て
、
南
に
二
と
七
と
の
奇
偶
、
陰
陽
相
協
ひ
、
東
の
三
、
中
の

五
と
合
し
て
八
を
生
じ
て
、
東
に
三
と
八
と
の
奇
偶
、
陰
陽
相
協
ひ
、
西
の
四
、
中
の
五
と
合
し

て
九
を
生
じ
て
、
西
に
四
と
九
と
の
奇
偶
、
陰
陽
相
協
ひ
、
中
の
五
、
五
と
合
し
て
、
中
に
五
と
十

と
の
奇
偶
、
陰
陽
相
協
ひ
て
數
の
配
置
を
完
了
し
、
天
地
の
こ
と
終󠄁
っ
て
終󠄁
ら
ず
又
始
ま
る
故
に

十
を
復
圓
の
一
と
す
る
の
で
あ
る
。 

 

聖󠄁
人
は
此
日
本
神
道󠄁
の
神
理
に
則
つ
て
易
を
作
つ
て
陰
陽
五
行
の
理
を
表
し
示
し
た
の
で
あ

る
。 

 

「
天
、
一
を
以
て
水
を
生
じ
、
而
し
て
地
六
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

地
、
二
を
以
て
火
を
生
じ
、
而
し
て
天
七
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

天
、
三
を
以
て
木
を
生
じ
、
而
し
て
地
八
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

地
、
四
を
以
て
金
を
生
じ
、
而
し
て
天
九
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。 

 
 

天
、
五
を
以
て
土
を
生
じ
、
而
し
て
地
十
を
以
て
之
を
成󠄁
す
。
」 

 

卽
ち
、
水
は
天
の
陽
氣
（
一
）
に
よ
つ
て
發
生
し
て
、
地
の
陰
氣
（
六
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
し
、
火
は
地

の
陰
氣
（
二
）
に
よ
つ
て
發
生
し
て
、
天
の
陽
氣
（
七
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
す
る
。
木
は
天
の
陽
氣
（
三
）

に
よ
つ
て
發
生
し
、
地
の
陽
氣
（
八
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
し
、
金
は
地
の
陰
氣
（
四
）
に
よ
つ
て
發
生
し
、

天
の
陽
氣
（
九
）
に
よ
つ
て
完
成󠄁
す
る
。
土
用
は
土
の
氣
の
盛󠄁
ん
な
時
で
、
立
春
立
夏
立
秋
立
冬󠄀
の

前󠄁
十
八
日
閒
を
言
ふ
。 

 

五
行
に
相
性
相
剋
あ
り
と
し
、
相
性
は
、
木
生
火
、
火
生
土
、
土
生
金
、
金
生
水
、
水
生
木
。

相
剋
は
木
剋
土
、
土
剋
水
、
水
剋
火
、
火
剋
金
、
金
剋
木
。
と
す
る
。
が
相
剋
を
善
く
用
ゐ
る
こ

と
が
大
事
で
、
相
生
相
剋
あ
つ
て
天
地
は
統
一
さ
れ
一
大
活
動
が
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
、
禍
を
轉

じ
て
福
と
す
る
の
が
易
で
あ
る
。
物
理
學
に
も
對
生
成󠄁
、
對
消󠄁
滅
が
あ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。 

 

五
行
は
迷󠄁
信
で
は
な
い
。
古
事
記
を
眞
に
讀
ん
で
そ
の
神
言
を
悟
る
者
は
、
そ
こ
か
ら
生

じ
た
神
理
に
よ
る
河
圖
の
五
行
、
洛
書
の
洪
範
九
疇
に
無
限
の
眞
理
を
汲
む
で
あ
ら
う
。
五

行
の
排
列
を
一
部
あ
げ
る
と
。（
圖
省
略
） 

 

河
圖
は
四
隅
を
見
ざ
る
よ
り
圓
と
云
ひ
、
女
の
體
・
心
と
す
る
。
靜
的󠄁
な
る
も
の
時
閒
的󠄁

な
る
も
の
靈
魂
的󠄁
な
る
も
の
と
す
。
八
卦
の
源
で
あ
る
。 

 

河
圖
に
お
い
て
は
、「
汝
は
右
よ
り
廻
り
逢󠄁
へ
」
は
西
か
ら
北
、
陰
の
四
は
陽
の
一
を
と
つ

て
五
と
な
り
、「
吾
は
左
よ
り
廻
り
逢󠄁
は
な
」
は
東
よ
り
南
、
陽
の
三
が
陰
の
二
を
と
つ
て
五

と
な
つ
て
中
央
に
逢󠄁
っ
て
美
斗
の
麻
具
波
比
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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第
二
章 

農
の
史
学
的
考
察 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

菅
原 

兵
治 

～
第
一
節 

文
質
交
替
史
観
～ 

 
 

  

前
節
に
於
て
は
農
の
本
質
を
主
と
し
て
哲
学
的
道
義
的
に
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、

更
に
本
章
に
於
て
史
学
的
に
之
を
慎
思
し
て
其
の
史
学
的
使
命
を
明
か
な
ら
し
め
る

こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

歴
史
観 

 

一
体
事
実
の
推
移
過
程
を
、
単
に
時
間
的
経
過
の
順
序
に
従
っ
て
記
録
し
た
処
で
、

そ
は
厳
密
な
る
意
味
に
於
て
未
だ
「
史
」
と
は
謂
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
史
と
は
已
に

其
の
文
学
的
意
義
の
示
す
通
り
「
史
」
で
あ
っ
て
、「
中
」
と
「
又
」
と
の
会
意
文
字
で

あ
る
。「
又
」
の
字
は
「
手
」
の
字
で
あ
る
か
ら
「
史
」
は
中
を
取
る
の
意
に
な
る
。
従

っ
て
「
史
」
と
は
其
の
人
が
中
正
な
り
と
信
ず
る
歴
史
的
原
則
（
即
ち
歴
史
観
）
に
従

っ
て
事
実
の
批
取
判
捨
を
決
定
述
作
す
る
処
に
始
め
て
生
じ
来
る
も
の
で
あ
る
。
近
来

社
会
的
変
遷
を
説
明
す
る
に
当
っ
て
、
従
来
彼
の
マ
ル
ク
ス
一
派
の
唯
物
史
観
が
随
分

重
宝
が
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
れ
も
確
か
に
一
つ
の
歴
史
観
で
は
あ
る
。
但
し
そ

れ
は
前
述
の
文
質
関
係
よ
り
謂
え
ば
、
偏
文
的
史
観
に
過
ぎ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
人

生
に
於
け
る
物
の
生
活
、
経
済
的
生
活
は
、
心
の
生
活
、
道
義
の
生
活
に
比
す
れ
ば
人

生
に
於
け
る
外
的
発
現
の
一
面
を
抽
出
し
た
偏
文
的
事
象
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
何
事
も
造
化
の
根
本
に
復
っ
て
深
く
其
の
全
体
を
識
得
せ
ん
と
す
る
私

共
は
、
人
間
生
活
の
歴
史
に
於
て
も
亦
造
化
の
法
則
た
る
陰
陽
文
質
の
原
理
に
よ
っ
て
、

之
を
観
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
文
質
交
替
史
観
の
上
に
立
っ
て
社
会

編
纂
の
課
程
を
見
る
こ
と
に
、
一
層
の
真
理
観
を
有
つ
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

文
質
交
替
史
観 

 

然
ら
ば
文
質
交
替
史
観
と
は
何
ぞ
や
、
簡
単
に
説
明
す
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。
社
会
に

は
文
的
態
度
の
者
と
、
質
的
態
度
の
者
と
が
存
在
す
る
。
而
し
て
一
時
代
の
生
活
が
或

る
程
度
以
上
に
分
化
発
現
す
る
に
至
れ
ば
、
造
化
の
本
質
よ
り
遊
離
せ
る
「
浮
文
」
の

生
活
に
堕
す
る
。
社
会
の
時
勢
が
已
に
其
処
に
至
る
と
、
遂
に
其
の
社
会
的
均
衡
を
破

り
、
や
が
て
そ
の
反
動
と
し
て
「
瀆
武
」
的
勢
力
の
跋
扈
す
る
を
常
と
し
、
世
は
不
安

動
揺
を
生
じ
来
り
て
、
所
謂
世
紀
末
的
世
態
を
現
出
す
る
に
至
る
。
此
の
対
立
的
状
態

の
暫
く
続
い
た
後
、
新
し
き
「
質
」
の
勢
力
に
よ
り
て
改
新
せ
ら
れ
て
は
世
は
再
び
新

な
る
「
質
」
に
帰
り
、
而
し
て
其
の
「
質
」
よ
り
「
文
」
に
向
っ
て
新
し
き
文
化
進
展

を
な
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。 

（
注
）
所
謂
「
有
産
」
「
無
産
」
の
分
類
は
、
全
く
物
質
的
標
準
に
依
る
も
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
文
質
的
考
察
は
全
人
と
し
て
の
態
度
を
以
て
な
す
も
の
で
あ
る
。
故
に
現
在

の
所
謂
「
無
産
者
」
必
ず
し
も
質
的
生
活
者
と
限
ら
ず
、―

―

否
、
其
の
名
を
欲
し
、

利
を
争
い
、
世
間
的
な
る
声
色
を
大
に
し
て
得
々
た
る
浮
文
の
輩
す
ら
少
し
と
せ
ぬ
。

同
様
に
「
有
産
者
」
の
中
に
も
、
勿
論
文
的
態
度
の
者
も
あ
れ
ば
、
質
的
態
度
の
者
も

あ
る
。
然
し
此
の
事
は
深
く
道
義
の
生
活
に
入
り
、
全
人
的
修
養
を
積
ん
で
来
な
け
れ

ば
中
々
観
得
し
難
い
處
で
あ
る
、
此
処
に
又
分
析
的
な
る
西
洋
的
教
学
に
対
し
て
、
全

一
的
な
る
東
洋
的
教
学
の
必
要
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
分
析
的
な
る
西
洋
的
知
識

に
浸
潤
し
て
し
ま
っ
た
現
代
人
に
は
、
す
べ
て
を
唯
物
的
対
立
的
関
係
に
於
て
の
み
も

の
を
見
る
よ
う
に
な
っ
て
、
全
人
的
に
人
間
を
見
分
け
る
よ
う
な
こ
と
は
至
難
に
な
り

来
た
り
つ
つ
あ
る
。 
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取
材
記 

Ｇ
Ｌ
Ｏ
西
間
木
代
表
を
訪
う 

 
 
 
 

三
浦 

夏
南 

  

令
和
元
年
七
月
二
十
二
日
、
自
治
構
想
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
る
民
間
組
織
Ｇ
Ｌ

Ｏ
：
新
日
本
総
力
機
構
の
代
表
西
間
木
俊
光
様
を
訪
問
し
、
親
し
く
ご
指
導
頂
く
事
が

出
来
た
。
Ｇ
Ｌ
Ｏ
の
存
在
と
活
動
は
数
年
前
よ
り
屡
々
耳
に
し
て
い
た
が
、
今
回
会
員

の
河
本
眞
孝
様
の
御
紹
介
に
よ
り
、
遂
に
直
接
お
会
い
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
こ
に

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。 

 

Ｇ
Ｌ
Ｏ
はG

ov
er
nm
en
t
 
L
ik
e 

O
rg
an
iz
at
io
n

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、
政

府
の
責
任
を
持
っ
た
民
間
組
織
を
意
味
す
る
。
国
民
の
思
う
よ
う
に
は
進
ま
な
い
政
府

の
政
策
を
徒
に
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
民
間
有
志
の
総
力
を
結
集
し
、
在
野
よ
り
本

質
的
な
変
革
運
動
を
確
立
せ
ん
と
す
る
の
が
そ
の
本
旨
で
あ
る
。
我
々
ひ
の
心
を
継
ぐ

会
が
Ｇ
Ｌ
Ｏ
の
活
動
に
着
目
し
、
先
駆
者
と
し
て
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
理
由

は
、
第
一
に
貨
幣
万
能
の
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
に
対
す
る
根
本
的
な
批
判
を
持
っ
て

い
る
点
で
あ
る
。
現
在
日
本
及
び
世
界
に
起
こ
っ
て
い
る
諸
問
題
の
解
決
策
は
、
社
会

構
造
そ
の
も
の
の
転
換
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
裏
面
か
ら
言
え
ば
、
現
在

の
構
造
的
問
題
を
放
置
し
て
対
処
療
法
的
に
事
に
あ
た
っ
て
も
、
原
因
は
取
り
除
か
れ

ず
、
問
題
は
増
加
の
一
歩
を
辿
ら
ざ
る
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
が
徹
底
し
な
け

れ
ば
、
政
策
議
論
興
っ
て
、
国
滅
ぶ
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は

ル
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
は
勝
て
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
ル
ー
ル
そ
の
も
の
の
是
非
に
切
り

込
ま
な
け
れ
ば
、
常
に
支
配
者
の
手
の
上
で
転
が
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ

の
根
本
的
批
判
の
上
に
立
っ
て
、
総
て
の
変
革
の
基
礎
と
し
て
「
農
本
自
治
」
に
活
動

の
総
力
が
結
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
の
月
報
及
び
毎
月
の
勉
強
会
で
繰

り
返
し
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
我
が
国
の
諸
問
題
の
原
因
は
、
人
間
の
最
小
単
位
で
あ

る
社
稷
が
近
代
化
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
社
稷
の
自
治
が
実
質
的
に

再
現
で
き
な
い
限
り
、
あ
ら
ゆ
る
構
想
は
空
論
と
化
し
て
し
ま
う
。
Ｇ
Ｌ
Ｏ
は
社
稷
自

治
の
再
生
を
「
モ
デ
ル
都
市
」
「
学
園
都
市
」
と
称
し
て
既
に
実
行
し
、
基
礎
を
固
め

つ
つ
あ
る
。
第
三
に
根
底
的
な
批
判
と
総
力
の
結
集
は
、
資
金
面
、
人
脈
面
で
の
集
中

的
動
員
を
可
能
と
し
、
衣
食
住
は
勿
論
の
事
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
教
育
、
福
祉
等
、
人
間

生
活
に
必
要
な
も
の
の
自
給
自
足
が
具
体
的
に
完
成
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
詳
細

は
事
の
性
質
上
こ
こ
に
書
く
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
あ
ま
り
に
完
備
し
、
充
実
し
て
い

る
こ
と
に
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。 

 

我
々
が
思
い
描
き
つ
つ
あ
る
も
の
を
既
に
行
動
に
移
し
、
形
に
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
驚
き
と
喜
び
を
感
ず
る
と
と
も
に
、
我
々
も
す
ぐ
に
で
も
動
き
出
し
、
基
礎
を

固
め
な
け
れ
ば
、
「
そ
の
と
き
」
は
既
に
迫
っ
て
い
る
の
だ
と
再
認
識
し
た
。
先
輩
の

背
中
を
拝
し
て
、
や
れ
ば
で
き
る
と
の
勇
気
が
湧
出
す
る
と
と
も
に
、
決
し
て
止
ま
ら

ず
走
り
続
け
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
感
じ
た
。 

 

我
々
も
来
月
の
勉
強
会
よ
り
、
今
ま
で
と
形
式
が
変
わ
り
、
「
自
治
」
を
如
何
に
確

立
し
、
「
三
間
村
塾
」
の
理
想
へ
と
如
何
に
近
づ
く
か
の
具
体
的
議
論
へ
と
歩
を
進
め

る
。
こ
こ
で
詳
論
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
勉
強
会
に
て
報
告
し
た
い
。
日
々
梅
雨
明
け

の
猛
暑
の
中
で
耕
し
、
学
問
を
進
め
、
時
折
国
内
の
先
覚
者
を
訪
問
す
る
中
で
、
朧
気

な
が
ら
も
我
が
国
を
再
興
し
て
行
く
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
を
自
ら
の
足

場
に
立
っ
て
具
体
化
し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
西
間
木
代
表
と
の

出
会
い
は
ま
さ
に
決
意
を
固
め
る
一
夜
と
な
っ
た
。 

 

Ｇ
Ｌ
Ｏ
の
活
動
は
先
行
事
例
と
し
て
素
晴
ら
し
く
、
我
々
の
活
動
を
進
め
て
行
く
上

で
大
い
に
参
考
と
な
る
活
動
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
詳
細
を
書
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、

志
あ
る
方
は
是
非
次
回
か
ら
の
新
た
な
勉
強
会
に
ご
参
加
頂
き
、
そ
の
壮
大
な
活
動
内

容
を
把
握
し
、
我
々
の
計
画
と
対
照
し
て
頂
き
た
い
。
こ
こ
に
一
言
お
願
い
申
し
上
げ

て
本
稿
の
筆
を
擱
き
た
い
と
思
う
。 
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と
よ
く
も
農
園
だ
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦 

美
恵 

 

 
 

 

 

今
月
は
遅
れ
た
梅
雨
の
影
響
で
、
雨
の
間
を
ぬ
っ
て
野
菜
セ
ッ
ト
の
出
荷
、
里
芋
の

手
入
れ
、
ネ
ギ
の
収
穫
・
出
荷
、
畑
の
管
理
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
ず
野
菜
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
で
す
。
毎
週
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
お
客
さ
ん
が
い

る
の
で
、
雨
で
も
収
穫
に
行
き
、
濡
れ
た
野
菜
の
水
気
を
一
つ
ひ
と
つ
拭
き
取
り
な
が

ら
箱
に
つ
め
て
行
き
ま
す
。
無
農
薬
の
野
菜
が
是
非
食
べ
た
い
と
い
う
お
客
さ
ん
に
、

清
水
せ
せ
ら
ぐ
山
の
中
で
育
っ
た
野
菜
を
送
る
こ
と
は
、
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
喜
び

を
感
じ
ま
す
。 

 

続
い
て
里
芋
の
手
入
れ
で
す
。
肥
料
屋
さ
ん
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
梅
雨
明
け
の
猛
暑
に
備
え
て
排

水
の
設
備
を
整
え
た
り
、
追
肥
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

始
め
は
な
か
な
か
芽
が
出
な
い
と
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
葉
は
両
手
で
大
き
な
輪
を
作
る
程
の

大
き
さ
に
、
高
さ
は
自
分
た
ち
の
背
丈
程
に
育
ち
、

畝
間
を
通
る
の
も
一
苦
労
で
す
。
里
芋
は
栽
培
期
間

が
長
く
、
三
月
に
定
植
し
、
早
く
て
九
月
か
ら
収
穫

の
野
菜
で
す
。
手
入
れ
の
期
間
が
長
く
、
気
を
揉
む

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
そ
の
分
、
生
長
し
て
い
く
様

子
を
見
る
の
は
楽
し
く
、
収
穫
時
期
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。 

 

そ
し
て
待
ち
に
待
っ
た
ネ
ギ
の
収
穫
・
出
荷
で
す

が
、
想
像
以
上
に
大
変
で
し
た
。
ネ
ギ
を
引
き
抜
く

の
は
簡
単
で
す
が
、
不
要
な
外
の
皮
の
部
分
を
一
枚

一
枚
剥
い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
根
を
洗

う
作
業
や
、
病
気
に
な
っ
て
い
る
葉
を
除
く
時
間
を

含
め
る
と
、
段
ボ
ー
ル
一
箱
を
一
つ
詰
め
る
の
に
、

大
人
二
人
で
一
時
間
か
か
り
ま
す
。
例
年
通
り
で
あ

れ
ば
、
今
の
時
期
は
一
年
の
中
で
も
高
値
が
つ
き
、
一
箱
四
〇
〇
〇
円
前
後
に
な
る
そ

う
で
す
が
、
今
年
は
ど
こ
も
豊
作
で
、
現
在
一
箱
一
二
〇
〇
円
で
の
取
引
で
す
。
さ
ら

に
そ
こ
か
ら
、
苗
代
、
段
ボ
ー
ル
代
、
肥
料
代
、
ガ
ソ
リ
ン
代
等
ひ
く
と
、
マ
イ
ナ
ス

が
出
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
精
一
杯
で
す
。
本
来
な
ら
ば
、
全
国
的
に
豊
作
に
な
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
こ
と
の
は
ず
で
す
が
、
豊
作
に
な
る
と
野
菜
が
飽
和
し
価
格
は
暴
落
。

資
本
主
義
の
影
響
を
真
っ
先
に
受
け
る
の
が
農
業
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。 

 

最
後
は
畑
の
管
理
で
す
。
一
年
半
か
け
て
借
り
た
り
買
っ
た
り
し
た
畑
は
合
わ
せ
る

と
二
町
近
く
に
の
ぼ
り
ま
す
。
夏
の
生
命
の
伸
長
は
恐
ろ
し
く
、
連
日
の
雨
と
そ
の
後

の
猛
暑
が
二
、
三
週
間
で
雑
草
を
腰
ま
で
生
長
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
土
地
を
草
刈
り
機

で
刈
っ
て
ま
わ
る
と
全
身
汗
だ
く
に
な
り
ま
す
。 

梅
雨
明
け
し
て
か
ら
は
、
早
朝
に
畑
に
出
て
日
差
し
が
強
く
な
る
頃
に
一
度
帰
宅
し
、

日
中
は
ゆ
っ
く
り
し
た
後
、
早
め
の
夕
ご
飯
を
食
べ
て
再
び
作
業
に
出
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
続
き
ま
す
が
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
、
夫
婦
で
協
力

し
な
が
ら
農
作
業
に
勤
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 
                

 



  
 

~ 5 ~ 
 

月報「ひ」               令和元年 7月 29日発行 第 16号 

 
 
 
 

 

ご
報
告 

  

先
日
の
総
会
で
お
話
し
ま
し
た
通
り
、
来
月
よ
り
勉
強
会
の
形
を
変
更
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
古
典
の
勉
強
会
は
月
に
二
回
か
ら
一
回
へ
と
減
ら
し
、
「
三
間
村
塾
」

再
建
を
掲
げ
て
、
農
本
自
治
の
再
生
と
農
士
を
養
成
す
る
塾
の
設
立
へ
と
具
体
的
に

議
論
を
進
め
て
行
く
場
を
設
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
我
々
ひ
の
心
を
継
ぐ
会
の
活
動

も
具
体
的
に
体
現
す
る
段
階
へ
と
移
行
し
ま
す
。
場
所
も
、
今
ま
で
の
「
松
山
市
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
、
会
員
の
寺
川
正
一
さ
ん
の
旧
宅
に
移
り
ま
す
。

「
定
期
総
会
」・「
近
藤
美
佐
子
先
生
を
語
る
会
」
を
機
に
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
歩

を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
志
高
き
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
切
望
致
し
ま
す
。
何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                  

 

  

★
活
動
報
吿 

・
七
月
九
日
（
火
）
勉
強
会
『
農
士
道
』
を
開
催
。 

・
七
月
二
十
三
日
（
火
）
勉
強
会
『
大
学
』
を
開
催
。 

 

★
今
後
の
豫よ

定
て
い 

・
八
月
七
日
（
水
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

三
間
村
塾
再
建
に
向
け
て 

 
 

 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

 

 
 

・
八
月
二
十
一
日
（
水
）
十
九
時
～
二
十
一
時 

『
古
事
記
』 

 
 

 

寺
川
正
一
さ
ん
旧
宅
（
愛
媛
県
松
山
市
高
井
町
六-

三
一
） 

 ★
一
燈
照
偶 

万
燈
照
国 

 
 

ひ
の
心
を
継
ぐ
会
は
竹
葉
秀
雄
・
近
藤
美
佐
子
両
先
生
の
精
神
を
継
承
し
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
生
ま
れ
た
会
で
す
。
一
人
の
「
ひ
」
の
精
神
が
周

囲
の
人
々
の
心
に
「
ひ
」
を
燈
し
、
や
が
て
そ
れ
が
国
を
照
ら
す
「
ひ
」
に
な
る
こ

と
を
願
い
、
活
動
を
行
つ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
何
卒
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

年
会
費 

・
一
般
会
員 

 
 
 
 
 

三
千
円 

・
賛
助
会
員 

 
 

 
 
 

一
万
円 

・
特
別
賛
助
会
員 

 
 

 

三
万
円 

・
支
援
会
員 

 
 
 
 
 

一
万
円 


